
　

三
江
の
番ば
ん
だ
さ
ん

田
山
の
山
裾す
そ

に
は
、

幅
約
２
間（
3.6
ｍ
）
高
さ
約
1.5
間

（
2.7
ｍ
）
奥
行
き
約
10
〜
20
ｍ
の
横

穴
防
空
壕ご
う

が
８
本
あ
り
ま
す
。

　

主
に
、
日
本
に
移
住
し
て
い
た

朝
鮮
半
島
出
身
者
が
作
業
に
あ
た

り
ま
し
た
。
壕ご
う

を
掘
削
す
る
こ
と

は
非
常
に
危
険
を
と
も
な
う
も
の

で
し
た
。

　

約
１
０
０
人
の
人
々
が
、
三
江

地
区
の
公
民
館
や
民
家
な
ど
に
も

分
宿
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
期
間
中
、
一
人
は
病

死
、
も
う
一
人
は
坑
道
が

崩
れ
落
ち
犠
牲
と
な
ら
れ

ま
し
た
。　
　

　

数
年
後
、
当
時
の
泉
光

寺
住
職
さ
ん
た
ち
の
熱
い

想
い
に
よ
り
韓
国
の
国
営

墓
地
に
手
厚
く
納
骨
さ
れ

ま
し
た
。

　

高
城
山
の
頂
上
か
ら
南

東
２
０
０
ｍ
下
っ
た
と
こ

ろ
に
、
高
城
鉱
山
が
あ
り

ま
す
。
戦
時
中
、
鉄
の
硬

度
を
増
す
た
め
の
モ
リ
ブ

デ
ン
鉱
の
採
掘
を
目
的
と

し
て
、
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
坑
道
も
ふ
さ

が
れ
、
内
部
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
沈
砂

池
や
作
業
場
跡
地
に
当
時

の
様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
な
労
働

に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
地
元
の
人
た

ち
、
当
時
あ
た
り
前
と
考
え
て
い

た
労
働
環
境
を
今
一
度
、
検
証
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
名
が
名
乗
れ
ず
日
本
名
に

《
倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校
勤
務
李り

隆た
か
し司

先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
》

李
先
生
は
、
高
校
生
の
と

き
、
自
分
が
韓
国
人
で
あ

る
こ
と
に
と
て
も
悩
ま
れ
た
そ
う

で
す
ね
？

　

悩
ん
だ
末
、
あ
る
友
達
に
打
ち

明
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
君
が
韓
国
人
で
あ
る
こ
と
は
気

に
し
な
い
よ
。
今
ま
で
通
り
」と
い

う
答
え
に
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

「
気
に
し
な
い
」
と
い
う
こ
と

は
、
優
し
く
て
安
心
で
き
る
言
葉

だ
け
ど
、
裏
を
返
せ
ば「
無
関
心
」

な
の
で
す
。
結
局
、
そ
の
こ
と
が

話
題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
あ
る
友
達
は『
生

き
る
こ
と
の
意
味
』
と
い
う
在
日

韓
国
人
に
関
す
る
本
を
貸
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
に
は
、
創
氏
改
名
や
歴

史
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
が

何
で
日
本
に
い
る
の
か
、
こ
れ
か

ら
ど
う
生
き
て
い
け
ば
い
い
の

か
、
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鳥
取
県
に
住
ん
で
、
不
便

な
こ
と
は
？

　

在
住
外
国
人
は
、
税
金
を
払
っ

て
い
て
も
、
選
挙
権
は
な
く
、
政

治
に
参
加
で
き
な
い
な
ど
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
改
善
す
る
方
法
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
だ
か
ら
小
学
校
・
中
学

校
も
義
務
教
育
で
は
な
い
の
で
、

子
ど
も
が
学
齢
期
に
な
っ
て
も
こ

ち
ら
か
ら
申
し
出
な
け
れ
ば
就
学

通
知
が
来
ま
せ
ん
。

　

戸
籍
が
な
い
か
ら
、
市
町
村
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
か
ら
漏
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

役
所
な
ど
に
提
出
す
る
書
類
に

「
住
民
票
が
必
要
」
で
は
な
く
、
初

め
か
ら「
住
民
票
ま
た
は
外
国
人

登
録
済
証
明
書
」
と
書
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
に
は
外
国
籍
の
人
が
い

ま
す
、
公
文
書
に
は
ち
ょ
っ
と
だ
け

心
配
り
が
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

以
前
に
比
べ
て
よ
く
な
っ

た
こ
と
は
？

　

ま
ず
、
教
科
書
に
創
氏
改
名
な

ど
韓
国
・
朝
鮮
の
史
実
が
載
っ
て

い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
早
い
時
期

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
倉
吉
市
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
に
つ
い
て
改
善
・
撤
廃
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

就
職
に
つ
い
て
門
戸
が
広
が
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

倉
吉
市
民
に
望
む
こ
と

は
？

　

在
住
外
国
人
の
問
題
に
つ
い
て
、

「
知
っ
て
い
る
け
ど
関
係
な
い
」
か

ら
、「
知
っ
て
い
て
、
心
配
り
が
で

き
る
人
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

「
差
別
と
闘
っ
て
い
る
か
ら
す
ご

い
」
の
で
は
な
く
、「
闘
わ
ざ
る
を

え
な
い
現
状
」が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

背
伸
び
し
た
り
頑
張
っ
た
り
し

な
く
て
も
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

▲右：三江の防空壕
ごう

跡

　左：モリブデン鉱の採集沈砂池

在
日
韓
国
・
朝
鮮
の

人
の
思
い

ＱＱ

ＱＱ

▲韓国江原道小学生との交流会
　（河北小学校）

ＱＱ
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
…

　

現
在
、
倉
吉
市
に
も
外
国
に
ル
ー

ツ
を
も
つ
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
同
じ
住
民
と
し
て
、
と
も

に
温
か
い
地
域
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
も
、
そ
う
し
た
人
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
あ
ゆ
み
を「
人
権
」

と
い
う
視
点
で
見
つ
め
な
が
ら
、

そ
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
び
と
訂
正

　

市
報
11
月
１
日
号「
ハ
ー
ト
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
発
達
障
が
い
と
は･･･

誤

：

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
知
的

障
が
い
、
広
汎
性
発
達
障
が
い（
自
閉

症
）、
高
機
能
広
汎
性
発
達
障
が
い（
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
高
機
能
自
閉

症
）、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い（
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
）、
学
習
障
が
い（
Ｌ
Ｄ
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

正

：

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
広
汎

性
発
達
障
が
い（
自
閉
症
）、
高
機
能
広

汎
性
発
達
障
が
い（
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
、
高
機
能
自
閉
症
）、
注
意
欠
陥

多
動
性
障
が
い（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、
学
習
障

が
い（
Ｌ
Ｄ
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

11
月
６
日（
火
）、「
倉
吉
ほ
っ
と

プ
ラ
ザ
」の
男
子
ト
イ
レ
に
、
今
年

５
度
目
と
な
る
差
別
落
書
き
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
く
ら
消
し
て
も
繰
り
返
さ
れ

る
差
別
落
書
き
を
な
く
す
る
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
心
の
中

か
ら
差
別
と
い
う
二
文
字
を
消
し

去
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

差
別
を「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」た
め
、
市
民
み
ん
な
で

差
別
落
書
き
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

　

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
時

は
、
施
設
管
理
者
、
ま
た
は
、
市

役
所
・
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
・
問
合
せ
先

：

市
役
所（
あ
２
２

－

８
１
１
１
）／
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー（
あ

２
２

－

４
７
６
８
）

な
く
そ
う　

差
別
落
書
き
！

ＱＱ
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地区 担当地区 名前 地区 担当地区 名前 地区 担当地区 名前

上

北

条

穴窪・大塚 福 田 明 徳

成

徳

荒神町・研屋町 土 橋 祐 子

高

城

勝負谷・昭和・今在家 中 川 正 一

中江・中江西 倉 光 映 子 宮川町・宮川町 2丁目 河 本 哲 夫 服部・旭原 大 田 輝 禮

井手畑・下古川 向 井 敏 昭 堺町 1・2丁目 山 下 順 子 桜・河来見 野坂由美子

新田 磯 江 克 人 堺町3丁目・明治町2丁目 前川みどり 福積・岡・般若・椋波 河野雄一郎

小田・古川沢 鈴 木　 茂 明治町 岸 田 絹 枝 大立・横手・上大立・立見 大 田 泰 弘

小田東 谷 村　 操 大正町・大正町 2丁目 田 中 俊 幸 若葉町 1・2丁目 田 中 敏 男

＜主任児童委員＞ 岩 間 隆 二 新町 1丁目・東仲町 津和野美智子 ＜主任児童委員＞ 岩 本 市 恵

＜主任児童委員＞ 長 柄 一 枝 新町 2・3丁目 山 岡 信 博 ＜主任児童委員＞ 藤田美智子

上

井

清谷 福 井 章 人 ＜主任児童委員＞ 吉 田 武 章

小

鴨

長坂町・長坂新町 中 井 佑 一

清谷 青 目　 敏 ＜主任児童委員＞ 岸 本 隆 江 富海・下大江・東鴨新町 牧 田 映 子

福庭町（9～ 23 班） 中 山 良 一

明

倫

福吉町 山 崎 忠 丸 弓削・大宮・岩倉・菅原 蓑 原 節 雄

福庭（1～ 8班）・福庭東 野一色利忠 福吉町２丁目 三 石 洋 子 小鴨 奥谷達之輔

海田東町・河北団地 田 栗 静 男 旭田町 西 村 眞 美 天神野・西鴨 山本みさ子

海田西町・河北町 中 原 一 喜 金森町 井 中 正 夫 中河原 小 原 茂 博

海田南町・天神町 進 木 幸 代 瀬崎町 荒井富佐子 中河原 2 河本多鶴美

大平町・上井旭北 濵 名 順 子 東岩倉町・西岩倉町 山 本 剛 也 生田 森　 和 子

上井旭東・旭南 中 原 厚 子 越中町 伊 田 充 雄 丸山町・打吹団地 岡 本 和 夫

上井旭西 一 村 正 勝 越殿町 田 中 昭 子 西倉吉町 増 本　 薫

上井柳町 川 本 雅 樹 広瀬町 安 藤 節 郎 福守町 小 林 達 彦

上井本町（1～ 7班） 山田美砂子 鍛冶町 1・2丁目 前 田 和 子 鴨川町・鴨川町南 長 谷 川 勝

上井本町（8～10班）・ﾐｻﾜ 杉 谷 朱 美 河原町 今井八重子 北野・北野住宅 深 田 善 三

上井町１丁目東 上 野 忠 義 余戸谷町 海 地 良 和 ＜主任児童委員＞ 山 下 千 之

上井町１丁目西 中井小夜子 八幡町 竹 本 愛 子 ＜主任児童委員＞ 廣 谷 啓 一

＜主任児童委員＞ 伊 藤 哲 雄 みどり町 山 中　 勉

上

小

鴨

蔵内・上古川住吉 山 上 賢 明

＜主任児童委員＞ 金 森 深 雪 ＜主任児童委員＞ 石 田 和 代 上古川 海 地　 清

西

郷

山根 福 田 昭 子 ＜主任児童委員＞ 天 野 博 之 石塚・福山 山 根 睦 子

山根茶屋 武田美登里

灘

手

北面・穴沢 天 野 哲 治 中田 太 田 正 史

伊木 種 部 充 恩 別所・穴田・鋤 石田千惠子 若土 北 川 輝 子

八屋 深 田 葉 子 谷・津原 宮川八重子 生竹・生竹仙隠・耳 森 本 紀 紘

下余戸 吉 川　 裕 尾原・半坂 瀬 尾 博 安 広瀬 福 永 明 子

上余戸・栗尾 廣 谷 恵 子 ＜主任児童委員＞ 田 中 希 弘 ＜主任児童委員＞ 向 井 弘 志

上余戸住宅・虹ヶ丘町 山 田 敏 子 ＜主任児童委員＞ 御 舩 桂 子 ＜主任児童委員＞ 海 地 謙 一

大原・広栄町 牧 野 芳 光

社

上神・寺谷 塚 根 和 宏

関

金

野添・小泉・米冨・福原 小 椋 泰 明

＜主任児童委員＞ 亀 井 譲 二 大谷・大谷茶屋 森 本 昌 賢 明高 毛 利 和 子

＜主任児童委員＞ 下 吉 素 子 和田・不入岡 深 田 博 子 堀（陽西・陽中・高助・崩・鴨ｹ丘・堀団地）坂 根 洋 子

上

灘

円谷町 井 上　 靖 和田東町・馬場町 合 原 三 徳 堀（鍛冶屋・下堀・野田原）岡 崎 貞 枝

米田町 酒 井 経 三 国府・大沢 小 谷 秀 昭 今西・堀（清水・荒田・和谷）池 谷 泰 一
駄経寺町・駄経寺町2丁目・新陽町 谷 口 正 美 国分寺・福光 高岡きよみ 泰久寺 日 野　 修

下田中町 中 瀬 元 一 秋喜・秋喜西町・秋喜新町 小谷由喜子 松河原（上部・本村） 石 川 篤 子

上灘町 森 本 寛 子 横田・黒見 川田理恵子 松河原（井手・山新・開田）小 川 憲 二

東巌城町 重 信 寿 美 西福守町 堀　 康 生 大鳥居（上部・前条・駅上）青 木 幹 惠

田内 種 部 光 宏 ＜主任児童委員＞ 長 田 和 子 大鳥居（栄町・駅前・八王子）鳥 飼 利 子

昭和町 1・2丁目 片岡貴美子 ＜主任児童委員＞ 福 中 康 子 大鳥居（開田･朝干･新田･農大）大 歳 逸 子

東昭和町・南昭和町 高 多　 昭

北

谷

三江・才ケ崎 池 田 若 子 安歩 津 嶋 貞 子

三明寺東 山 田　 優 福本・福富 永 江 淑 子 関金宿（金谷・金谷団地・ﾏﾛﾆｴ団地）加 藤 信 子

見日町 安 田 孝 恵 尾田・仙隠・横谷 山 尾 憲 治 関金宿（本町・大坪団地）杉 谷　 進

三明寺西 枡 田 信 子 志津・藤井谷 谷 本　 武 関金宿（上町・中町・城山・滝川・滝川団地） 佐々木洋子

幸町 山 口 和 男 沢谷・杉野 野 嶋 和 明 郡家・関金宿（大坪・曽谷）加 藤 文 夫

＜主任児童委員＞ 伊 藤 達 良 忰谷・中野・長谷 佐々木行徳 山口 鷲見富貴子

＜主任児童委員＞ 谷 本 節 正 森・大河内・つつじヶ丘・汗干 陰 山 幸 則 ＜主任児童委員＞ 鳥 飼 育 子

成

徳

住吉町 鳥羽冨美子 ＜主任児童委員＞ 樋口真美子 ＜主任児童委員＞ 石 賀 一 正

湊町 伊佐田宏道 ＜主任児童委員＞ 森 下 妙 子 民生委員・児童委員 135 人

東町 黒田多美子 高

城

下米積・下福田 山 﨑 晴 美 主任児童委員 26 人

葵町・魚町 近 衛 暉 代 上米積本郷・西・東 岩 本 文 子 合　　　　計 161 人

仲ノ町・西仲町・西町 亀 井　 理 上福田・妻ノ神 杉本由紀子

　

平
成
19
年
12
月
１
日
の
改
選
に

よ
り
、
新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
、「
社
会
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
地
域
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
」と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
、
住

民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
・
支
援

活
動
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
関

係
機
関
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、

地
域
や
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
は
自
治
公
民
館
を
基
準

に
１
６
１
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
・
問
合
せ
先

：

福
祉
課（
あ
２
２

－

８
１
１
８
／
い
２
２

－

７
０
２
０
）

新しい民生委員・児童委員・主任児童委員の担当地区・担当者名（敬称略）

新しい民生委員
児童委員

主任児童委員の
皆さんを紹介します
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立
ち
上
が
っ
て
拍
手
を
送
る
人
が

相
次
ぎ
、
潮
の
よ
う
に
鳴
り
止
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
倉
吉
を
題
材
に
し
た

「
淀
屋
の
世
界
」と「
八
賢
士
の
世
界
」

の
幕
が
下
り
た
と
き
の
光
景
で
す
。

　

私
も
自
分
の
住
む
ま
ち
に
誇
り
と

愛
着
を
と
口
に
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
上
演
を
通
じ
て
、
倉
吉

の
歴
史
背
景
に「
そ
う
だ
っ
た
の
か
」

と
心
底
、
自
信
を
深
め
た
こ
と
で
し

た
。
改
め
て
、
１
年
前
か
ら
倉
吉
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
た
だ
い
た
県

文
化
振
興
財
団
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
と
い
え
ば
、
こ
の
時
期
、
各

校
区
で
も
見
事
な
才
覚
と
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
に
出
会
い
ま
し

た
。
人
口
は
減
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

ど
ん
な
と
き
で
も
よ
り
良
い
状
態
を

作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
気
概
や
希
望

を
持
っ
て
い
る
限
り
、
定
着
や
人
を
呼

び
こ
む
事
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
ま
す
。

　

11
月
末
に
は
そ
の
基
礎
条
件
と
な

る
道
路
整
備
問
題
の
た
め
の
政
権
与

党
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
を
求
め
ら

れ
、
福
島
県
相
馬
市
、
奈
良
県
十
津

川
村
の
首
長
さ
ん
と
地
方
の
声
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。

　

「
市
長
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、人
々

を
動
か
し
、
政
治
的
に
行
動
さ
せ
、

世
の
中
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

ユ
ニ
ー
ク
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

日
々
、前
線
に
立
つ
政
治
家
と
し
て
、

地
域
レ
ベ
ル
で
の
行
動
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
た
く
さ

ん
の
人
々
の
行
動
に
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
考
え
、
企
画
す
る
こ
と

は
ほ
か
の
人
で
も
で
き
る
が
、
市
長

は
行
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
市
長

は
市
民
の
た
め
に
、そ
の
声
を
聞
き
、

共
に
生
き
、
そ
の
た
め
に
働
く
」

　

米
国
で
も
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い

市
長
像
で
す
が
、
私
も
少
し
で
も
近

づ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｃ　谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

確
信
か
ら
行
動
へ　
　
　

　

  

倉
吉
市
長　

長
谷
川　

稔

■
報　

告
■

【 

報
告
受
理　

１
件 

】

● 

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

■
議　

案
■

【 

認　

定　

18
件 

】

●
平
成
18
年
度
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
決
算
の
認
定

【 

承
認
、
原
案
可
決　

２
件 

】

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

●
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

■
選　

挙
■

【 

投　

票　

２
件 

】

● 

議
長
選
挙
及
び
副
議
長
選
挙

【 

指
名
推
選　

２
件 

】

●
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

議
会
議
員
及
び
、
鳥
取
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

■
陳　

情
■

【 

採　

択 

４
件 

】

●
沖
縄
戦
に
お
け
る「
集
団
自
決
」

の
記
述
に
係
る
教
科
書
検
定
結
果

に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

●
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
早
期

完
成
に
つ
い
て

●
平
成
20
年
度
私
立
幼
稚
園
補
助

金
等
に
つ
い
て　

●
妊
婦
健
康
診

査
の
公
的
負
担
の
拡
充
に
つ
い
て

【 

趣
旨
採
択 

３
件 

】

●
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
断

層
調
査
と
耐
震
基
準
の
見
直
し
等

に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

●
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の

見
直
し
等
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て　

●
日
豪
を
は
じ
め
と

す
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
路
線
を
転
換
し
、
自

給
率
の
向
上
と
食
糧
主
権
に
も
と

づ
く
農
政
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て

【 

研
究
留
保 

１
件 

】

●
市
に
よ
る
公
設
公
営
方
式
の
多

目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
早
期
設
置

に
つ
い
て

【 

不
採
択 

２
件 

】

●「
集
団
的
自
衛
権
」の
行
使
に
つ

い
て
の
政
府
解
釈
の
変
更
等
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

●
倉
吉
市
議
会
９
月
定
例
会
で
可

決
さ
れ
た
議
員
提
出
決
議
に
記
さ

れ
て
い
る「
理
由
」を
倉
吉
市
長
に

尊
重
さ
せ
る
こ
と
等
に
つ
い
て

■
議
会
発
議
■

【 

原
案
可
決 

１
件 

】

●
沖
縄
戦
に
お
け
る「
集
団
自
決
」

の
記
述
に
係
る
教
科
書
検
定
結
果

に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

議
長
に
段
塚
廣
文
さ
ん
、
副
議
長
に
坂
井
徹
さ
ん
を
選
出
／
平
成
18
年
度
決
算
な
ど
を
審
議

平
成
19
年
11
月
第
６
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
11
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
長
に
段
塚
廣
文

さ
ん
、
副
議
長
に
坂
井
徹
さ
ん
を
選
出
。
議
会
運
営
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会
、
各
特
別
委
員
会
委
員
を
選
任

し
た
ほ
か
、
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
及
び
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
の
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
特
別
会
計
決
算
、
陳
情
、
議
会
発
議
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
市
役
所
２
階

の
市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
２
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

市議会報告

11月定例会

通し日 月・日 曜 会議区分 時　間 内　　　　容

1
12月
3日

月 本会議 午前10時
議案の上程、
提案理由の説明

2 4日 火 〃 〃 市政に対する一般質問

3 5日 水 〃 〃 〃

4 6日 木 〃 〃 〃

5 7日 金 休　会

6 8日 土 〃

7 9日 日 〃

8 10日 月 本会議 午前10時
付議議案に対する質疑～
委員会付託

9 11日 火 委員会

10 12日 水 〃

11 13日 木 休　会

12 14日 金 本会議 午前10時
委員長報告～
付議議案の討論・採決

倉吉市議会定例会のお知らせ
　平成 19年 12 月第７回倉吉市議会定例会が、
次の日程により開催されます。
※問合せ先：議会事務局（あ 22-8145 ／い 22-8146）

【
議
長
】段
塚
廣
文

【
副
議
長
】坂
井
徹

【
議
会
運
営
委
員
会
】（
７
人
）
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

 

◎
伊
藤
正
三　

○
川
部
洋　

金
光
隆　

高
田
周
儀　

谷
本
修
一

　

 

福
井
康
夫　

由
田
隆

【
総
務
経
済
常
任
委
員
会
】（
７
人
）

 

◎
福
谷
直
美　

○
鳥
飼
幹
男　

朝
日
等
治　

坂
井
徹　

谷
本
修
一

 　

土
井
秀
人　

中
野
隆

【
建
設
企
画
常
任
委
員
会
】（
７
人
）

 

◎
丸
田
克
孝　

○
佐
藤
博
英　

金
光
隆　

佐
々
木
敬
敏　

杉
山
慶
次

 　

瀬
尾
学　

福
井
康
夫

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
】（
７
人
）

 

◎
高
田
周
儀　

○
由
田
隆　

石
田
政
彦　

伊
藤
正
三　

川
部
洋

 　

段
塚
廣
文　

山
口
博
敬

【
倉
吉
駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会
】（
７
人
）

 

◎
土
井
秀
人　

○
朝
日
等
治　

石
田
政
彦　

金
光
隆　

佐
々
木
敬
敏

 　

鳥
飼
幹
男　

福
谷
直
美

【
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
】（
７
人
）

 

◎
川
部
洋　

○
杉
山
慶
次　

伊
藤
正
三　

佐
藤
博
英　

段
塚
廣
文

 　

山
口
博
敬　

由
田
隆

【
地
域
産
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
】（
７
人
）

 

◎
中
野
隆　

○
瀬
尾
学　

坂
井
徹　

高
田
周
儀　

谷
本
修
一

 　

福
井
康
夫　

丸
田
克
孝

【
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議
会
議
員
】（
７
人
）

 　

佐
々
木
敬
敏　

瀬
尾
学　

段
塚
廣
文　

鳥
飼
幹
男　

中
野
隆

 　

福
井
康
夫　

由
田
隆

【
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
】（
１
人
）
段
塚
廣
文

明倫地区民生児童委員協議会
厚生労働大臣表彰受賞

　「平成１９年度社会福祉功労者に対
する厚生労働大臣表彰（民生委員優
良活動団体）」を明倫地区民生児童委
員協議会が受賞されました。
　この賞は、民生委員活動団体とし
ての功績が顕著であって、その活動
内容が先駆的または模範的と認めら
れる団体に贈られるもので、「老人
ふれあい給食事業」「安全パトロール」
「小学生との交流事業」「学校との交
流事業」「障がい者施設・児童擁護施
設との交流事業」などの活動が評価
され、受賞されたものです。

１１月２２日（木）、関係者が市長に
受賞を報告しました。
※問合せ先：福祉課（あ２２－８１１８／
い２２－７０２０）
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■第１９回倉吉市公民館まつり　舞台発表
と　き：１２月８日（土）13：00 ～
入場料：無料
※問合せ先：倉吉市公民館連絡協議会（あ 22―8167）

■陸上自衛隊中部方面音楽隊ふれあいコンサート倉吉公演
と　き：１２月９日（日）14：00 ～
入場料：無料（要整理券）
※問合せ先：自衛隊倉吉地域事務所（あ 26―2900）

■第３０回全日本アンサンブルコンテスト 鳥取県大会
と　き：１２月１５日（土）～１６日（日）9：45 ～
入場料：無料
※問合せ先：鳥取県吹奏楽連盟（倉吉総合産業高校）（あ 26―
2851）

■鳥取県警察音楽隊　第７回ふれあいコンサート
と　き：１２月２２日（土）14：00 ～ 16：00
入場料：無料（要整理券）
※問合せ先：鳥取県警察本部警察県民課（あ 0857―23―0110）

■第１回千宝会チャリティーショー
と　き：１２月２３日（日）13：00 ～ 16：30
入場料：無料
※問合せ先：千宝会（米谷）（あ 0857―26―1303）

■心の健康フェア　～大切なあなたを守りたい～
と　き：１２月６日（木）13：30 ～ 15：30
入場料：無料
※問合せ先：中部総合事務所福祉保健局障害者支援課心と女性

の相談室（あ 23―3127）

■倉吉北高等学校　第４回手づくり旬彩展
と　き：１２月８日（土）10：00 ～
入場料：無料
※問合せ先：倉吉北高等学校（あ 26―1351）

■ちいさなおんがくかい
と　き：１２月９日（日）13：30 ～ 16：00
入場料：無料
※問合せ先：三好ピアノ教室（あ 22―1535）

■第５回民踊発表会
と　き：１２月１０日（月）13：00 ～ 16：00
入場料：無料
※問合せ先：倉吉民踊の会（倉吉市民踊協会）（あ 26―1629）

■ Piano Little Concert
と　き：１２月１６日（日）13：30 ～ 16：30
入場料：無料
※問合せ先：尾坂ピアノ教室（あ 26―1872）

■倉吉シネマクラブ１２月例会「ボルベール（帰郷）」
と　き：１２月１９日（水）19：00 ～
　　　　１２月２０日（木） ①14：00～②16：30～③19：00～
入場料：会員制（当日入会可）
※問合せ先：倉吉シネマクラブ（あ 23―3655）

■ クリスマスお祝い会
と　き：１２月２２日（土）9：30 ～ 12：00
入場料：無料
※問合せ先：聖テレジア幼稚園（あ 22―4659)

■ピアノ・ヴァイオリンコンサート
と　き：１２月２４日（月）15：00 ～ 17：00
入場料：無料
※問合せ先：山田ピアノ・ヴァイオリン教室（あ 22―6601）

■倉吉未来中心楽演祭事業　パイプオルガンの夕べ
と　き：１２月９日（日）・１５日（土）15：00 ～17：00
入場料：無料
※問合せ先：倉吉未来中心（あ 23―5391）

■パイプオルガン演奏
と　き：１２月１４日（金）11：30 ～
入場料：無料
※問合せ先：パイプオルガンの会（あ 090―9060―5557）

■パイプオルガンの夕べ　スペシャル・コンサート
   ～プロのオルガニストによる歌と楽器のアンサンブル～
と　き：１２月２２日（土）15：00 ～ 17：00
入場料：無料
※問合せ先：倉吉未来中心（あ 23―5391）

■クリスマス　コンサート
と　き：１２月２５日（火）13：30 ～
入場料：無料
※問合せ先：パイプオルガンの会（あ 090―9060―5557）

■第１９回倉吉市公民館まつり　作品展示
と　き：１２月７日（金）9：00 ～18：00
 　　　　１２月８日（土）9：00 ～16：00
ところ：視聴覚ホール
入場料：無料
※問合せ先：倉吉市公民館連絡協議会（あ 22―8167）

■合唱団こさじ２nd コンサート
と　き：１２月１６日（日）14：00 ～
ところ：視聴覚ホール
入場料：無料
※問合せ先：小原（あ 26―5815）

■まちづくり人材養成講座「地域貢献の実践例」
と　き：１２月１６日（日）13：30 ～ 15：00
ところ：第１研修室
入場料：無料
※問合せ先：倉吉まちづくり協議会（あ 47―1182）

■フリーマーケット「くらよし大市」　
と　き：１２月２３日（日）9：00～12：00＊毎月最終日曜日開催
※問合せ先：くらよし大市運営委員会 (あ 090―3374―0015)

倉吉パークスクエア 12月の催し物 ピックアップ倉吉パークスクエア 12月の催し物 ピックアップ★★★★★★★ ★★★★★★★

倉吉未来中心　アトリウム倉吉未来中心　大ホール

倉吉交流プラザ

ふれあい広場

倉吉未来中心　小ホール

 倉吉未来中心
 ドリームイルミネーション

　幻想的な光と音の競演に心ときめく「倉吉未来
中心　ドリームイルミネーション」正面玄関前の
木々が刻々と変化する動色とアトリウム内部の
静色のコントラストをお楽しみください。

と　き：１２月９日（日）～２６日（水） 
　　　　１８：００～２２：００

※問合せ先：倉吉未来中心（あ２３－５３９１)

１２月９日
１８：００
点　灯
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